
日
本
工
業
大
学 

 
宮宮
代代
会会
会会
報報
第

13
号 

平

成

十

八

年

七

月

発

行 
 

 
 

 
       

新
会
長
に 

    

窪
田
政
幸
氏
が
就
任 

 

去

る

七

月

八

日
午

後

三

時

よ

り

、
鬼

怒

川

温

泉

「

花

の

宿 

松

や

」

に

て
宮

代

会

の

総

会

が

開

催

さ

れ

ま

し

た

。 

総

会

は
、
寺

嶋

会

長
、
次

い

で

柳

澤

学

長

の

挨

拶

の

後

、

議

事

に

移

り

、

慎

重
審
議

の

上

、
全

て

了

承

さ

れ

ま

し

た

。  

議
事
の
概
要 

一
、

平

成

十

七
年

度
事

業

報

告 
 

 
 
 

六

月

十

八
日 

 

幹

事

会

（

大

学

） 

七
月

九

日 
 

総

会 

（

二

十

四
名

出

席

） 

 
 
 
 

 
 

 

越
後

湯
沢

温
泉

・

双

葉 
 

 
 
 

十

月

八

日 
 

幹

事

会

（

大

学

） 

 
 
 

十

二
月

三

日 
 

臨

時

総

会 

（

十

六

名

出

席

） 

 
 
 
 

熱

海

温
泉

・

リ
ゾ

ー

ピ
ア

熱

海 

 
 
 

一

月

十

五

日 
 
 

新

春

懇

親

会 

（

二

十

三

名

出

席

） 

 
 
 

 
 

ウ

ェ

ス
テ
ィ

ン

ホ

テ

ル

東

京 

二
、

平

成

十

七
年

度

決

算

報

告 

別
記
の

通

り

承
認
さ

れ

ま

し

た
。 

三

、

平

成

十

七
年

度

監

査

報

告 

田

川

監

事

か

ら

厳

正

な

監

査

結

果

の

報

告

が

あ

り
、

承
認

さ

れ

ま

し

た
。 

四
、

平

成

十

八
年

度
事

業

計

画

案 

六
月

十

七

日 
 

幹

事

会 

七
月

八

日 
 
 

総

会 
 

 
 

 

十
月

十

四
日 

幹

事

会 

十
二
月

三

日 

臨

時

総

会 
 

 

平

成

十

九
年

一

月

十

四
日 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

新
春

懇

親

会 

五
、

平

成

十

八
年

度
予

算

案 

別
記
の

通

り

承
認
さ

れ

ま

し

た
。 

六
、

平

成

十

八
年

度

役

員 
次

の
通

り
、

承
認
さ

れ

ま

し

た
。 

（

敬

称

略

／

☆

印

は

新
任

で

す

） 

会

長 

☆ 
窪

田 

政

幸

（

兵

庫

） 

幹

事 
 
 
 

小

笠

原

眞

雄

（

栃

木
） 

 
 
 
 

〃 
 

 

北

嶋 
 

弘

一

（
京

都

） 

 
 

〃 
 

金

城 

英

三

（

沖

縄

） 

 
 
 

〃 
 

 

矢
島 

節

子

（
群

馬

） 

 
 
 
 

〃 
 

 

菊

地

や

す
子

（
青
森

） 

 
 
 
 

〃 
 

根
本 

 

勝 
 

（
茨

城

） 

〃 
 

 

鈴

木 
 

春

明

（

千

葉
） 

〃 
 
 
 

奈
須

寿
美

枝

（
埼

玉
） 

〃 
 
 
 

佐

藤

登
美

雄

（

香

川

） 

〃 
 

 

佐

藤 

光
信

（
福

島

） 

〃 
 

 

鈴

木
美

佐
雄

（
茨

城
） 

〃 
 

 

滝

口 

和

喜

（

山

形

） 

〃 
 

 

大
森 

照
夫

（
福

島

） 

〃 
 

 

杉

原 

修 

（
島

根
） 

〃 
 

寺

嶋 

佳

章

（
東

京

） 
 

〃 
 

 

中
島 

勇 

（
埼

玉
） 

〃 

☆ 

梅

宮 

昭 

（
福

島

） 

〃 

☆ 

早
坂 

正
実

（
宮

城
） 

監
事 
 
 
 

小

山 
 

保 
 

（
埼

玉
） 

〃 
 

 

田

川 
 

鋭

治

（
静

岡

） 

 

＊

退

任
幹

事

『

お

疲

れ

様

で
し

た

』 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

大

塚 

敬

右

（
埼

玉

） 

 
 

 
 

 

神

山 

英

一

（
埼

玉

） 

 
 

 
 

 

佐

藤 

建

夫

（
埼

玉

） 

 
 

 
 

 

小

笠

原

康
雄

（

新

潟

） 

懇
親
会
で
は
鏡
開
き
も 

総

会
終

了
後

、
午

後

六
時

三

十
分

よ

り

、

宮

代

会

、

後

援

会
、

大
学

側

の
総

勢

八

十

二

名

の

大
懇

親

会

が
行

わ

れ

ま

し

た
。

今

回

の

会
場

と

な

っ

た
鬼

怒

川

温
泉

は

、

後

援

会
栃

木
県

支

部

の

創

立後

三

十

周

年

を

記

念

し

て
誘

致

さ

れ

た

と

い
う
こ

と
も

あ

り

、

盛

大

に

鏡

開

き

も

行

わ

れ

、

祝

酒

が

振

舞

わ

れ

ま

し

た
。 

浴

衣

に

着

替

え
、

懐

か

し

い
方

々

同

士
、

ま

た
新

旧
の
年

代

が

膝

を

交

え
て

和

気

藹

々

と

、

い
つ

に

も

増

し

て

賑
や

か

な

宴

会

と

な

り

ま

し

た

。 

大
学

側

か

ら

は
、

大

川

理

事

長
、

柳

澤
学

長

以
下

九

名

が

参

加

し

ま

し

た
。 

世
界
遺
産
「
日
光
東
照
宮
」
参
拝 

翌

日

は

案

の

定

、

生

憎

の

雨

と

な

り

ま

し

た

が

、

予

定

通

り
貸

切
バ

ス

に

て

「

日

光

東

照

宮

」
へ

と
向

か

い
ま

し

た

。

み

の

も

ん

た

似
の
ベ

テ

ラ

ン

ガ

イ

ド
さ

ん

の

も

と
、
「
輪

王

寺

」
か

ら
「

陽

明

門
」

「

見

ざ

る

言

わ

ざ

る

聞

か

ざ

る

」
「

眠

り

猫

」
「
鳴

き

龍

」
ま

で

約

２

時

間

た

っ

ぷ

り

と

見
学

し

ま

し

た
。

歩

い

て

お
腹

を

す
か

せ

た

一
行

は

、

霧

降

高

原

の

入

口
に
あ

る

「

山
の

レ

ス
ト

ラ

ン
」

へ

。

晴

れ

て

い
れ

ば

見

え

る

は

ず
の

「

霧

降

の

滝
」

を
想

像

し

な

が

ら

、

豪
華

な

ラ

ン

チ

コ
ー

ス

を

戴

き

ま

し

た

。 

お 酒 が 入 っ た 後 の 記 念 撮 影 は 大 変 な 盛 り 上

が り 。 皆 さ ん 陽 気 に 笑 顔 も 全 開 ( ^ o ^ ) /  

総 会 開 催  



ご

子

息

、
ご

子

女

が

卒

業

し

た

ら 

宮

代

会

に

全

員

入

会

 
 

 

会

員

の

皆
様

に
於

か

れ

ま

し

て

は

お

元

気

で

ご

活
躍

の

こ

と

と

お

喜

び

申

し

上

げ

ま

す

。

日

頃

よ

り

格

別

な

る

ご

協

力

ご

支

援

を

賜

り
、
誠

に

有

難
く

深
く

感

謝

申
し

上
げ

ま

す

。 

 

先
般

、

鬼

怒

川

温

泉

の

総

会
に

て
今

年

度
の

会

長

の

任

を

仰

せ

つ

か

り

ま

し

た
。
宮

代

会

設

立
三

十

六

年

の
歴

史

を

築

か

れ

た
諸

先

輩
方

の

ご

意
志

を

受

け

継

ぎ

、

精

一

杯

努

力

し

て

参

り

ま

す
の

で
、

何

卒

会

員
皆
様

の

ご

支

援

と

ご

協

力

を

お

願

い

申
し

上

げ

ま

す

。 

 

日
本

工
業

大
学

後

援

会

を
通

じ

て
皆

様

と
知

り

合

い
、

卒

業
後

、

宮

代

会
に

入

会
、

近

県

・

各

地

方

会

員
様

と

末

永

く

ご
子

息
、

ご

子

女

の

成

長

を

互

い
に

見

守

り

、

協

力

し

て

行

け

る
事

を

大

変

光
栄

に

思

い

ま

す

。

こ

の

ご

縁

を

大

切

に

、

末

永
く

楽

し

い

お

付

き

合

い

を

今

後

と
も

宜

し

く

お
願

い

申

し

上
げ

ま

す

。 

来

年

度

に

は

大

学

創

立

四

十

周

年

（
学

園

創

立

百

周
年

）

を

迎

え
、

益

々

発

展
成

長

す

る

大
学

を

応

援

し

て

行

こ

う

と

思

っ

て

お
り
ま

す

。 

 

最
後

に

な

り

ま

す

が

、

各

地

方

会
員

の
皆
様

に

宮

代

会
に

入

会

参

加
し

て
頂

く

に

は

、

会

費

を

少

し

多

く

し

て

、

地

方

会
員

の

皆

様

に

交

通

費

の
負

担

金

を

出

せ

る

よ

う

取

り

計

ら

う

事

も

考

え
て

い
き

た

い

と

思

っ

て

お
り

ま

す

。 

皆

様

と

お

会

い

出

来

る

年

二

回

の

貴

重

な

機

会

に

、

ご

参

加

頂

け

る

よ

う

努

力

致

し

ま

す
の

で

是
非

ご
参

加

を

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

ご

夫

婦
で

の
参

加

も

大

歓

迎

で

す

。

お

会

い
出
来

る
事

を
楽

し

み

に

お
待
ち

し

て

居
り
ま

す

。 

 

夏
本

番

と

な

り

ま

し

た

が

、

お

体

に

は

十
分

ご
自

愛

下

さ

い
ま

す
よ

う

お

祈

り

申
し

上
げ

ま

す

。 

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊ 

平
成
十
八
年
度 

宮
代
会 

 
 
 
 
 

会
費
納
入
の
お
願
い 

○

年

会

費 

壱

万

円(

内

七

千

円

は

積

立)
 

○

納

入

方

法 
 
 
 

① 
郵

便

局

よ

り

振

込
（

用
紙

同
封
） 

口
座

番

号 
0

0
1

2
0

-
6

-
1

1
4

1
2

4
 

 
 

加
入

者

名 
日
本

工
業

大
学

宮

代

会 

② 

銀
行

よ

り

振

込 

み

ず
ほ

銀
行 

春

日

部

支

店 

口
座

番

号 
(

普)7
5

7
0

9
1

 

受

取

人 

日

本

工
業

大
学

宮

代

会 

③ 

現

金

書

留 

〒3
4

5
-
8

5
0

1
 

 
 

南
埼

玉

郡

宮

代

町

学

園

台

四
―

一 

 
 

日
本

工
業

大
学

内 

宮

代

会
事

務

局 

 

※

九

月

末

日

ま

で

に

お

振

り

込

み

く

だ

さ

い

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。 

※

お
問

合

せ

先 

経

理
課

長 

倉

島 
 
 

 
 

 

〇

四

八

〇

（

三

三

）

七

五

〇

四 

 
 

 
 
 

 
  

                                      

会  長  

窪 田 政 幸  

今 回 お届 けの会 報 とともに以 下 の資 料 を同 封 させていただきました。 
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